旧三上家住宅
旧三上家住宅は、宮津がまだ城下町だった1783年に建てられた商家の大邸宅です。三上家はここで、髪を結い束ねるのに用いる元結（もっとい）の販売をしていました。やがて酒造、糸卸、北前船の荷役へと商いの幅を広げていったのです。三上家の財産と地位の高さは、広々とした居間や様々な装飾に見て取ることができます。また、保存状態の良い酒造設備も見逃せません。
1776年に建てられた前の三上家住宅はわずか7年で焼失してしまいましたが、再建時には厚い壁を備え、白漆喰を外壁に塗り重ねた厳重な防火構造になっています。19世紀には、当時の建物に酒蔵用のスペースが新たに設けられたほか、三上家が多くの賓客をもてなしたことから、客間にくわえ特別な訪問者を迎える玄関が設けられました。
当時は庶民が庭を作ることは制限されていましたが、客間から眺められるよう設計された座視鑑賞式の庭が設けられています。この庭は20０0年に京都府指定名勝に指定されました。飾り釘掛、裏返しても使える飾り襖、高級感のある黒柿材、玉眼を嵌め込んだ鯉の透かし彫りの欄間飾りなど、邸宅の随所にさりげない気品が感じられます。
三上家の人々は1975年までここに居住していましたが、後に宮津市が買い取り、資料として一般公開されました。2003年には国の重要文化財に指定されています。

